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5-1 GA4の探索レポートについての概要 

5-1-1 GA4の探索レポートとは 

5-1-2 標準レポートとの違い 

5-1-3 確認できる内容 

5-1-4 利用シーン 

5-2 設定項目について 

5-2-1 利用できるテンプレート 

5-2-2 セグメントについて 

5-2-3 ディメンションについて 

5-2-4 指標について 

5-2-5 フィルタについて 

5-3 主要な確認内容 

5-3-1  経由元毎の閲覧推移を確認するレポート 

5-3-2 コンバージョンの発生状況を確認するレポート 

5-3-3 主要ページの閲覧状況を確認するレポート 

5-3-4 コンバージョンに至った経路を分析するレポート 

5-4 カスタム定義を用いた分析について 

5-4-1 カスタム定義とは 

5-4-2 カスタム定義で実現できる内容 

5-4-3 カスタム定義の設定方法 

5-4-4 設定しておくと役立つカスタム定義 

5-1.GA4の探索レポートについての概要 

・GA4の探索レポートとは 

探索レポートとは利用者がデータの探索と理解をサポートするため

に設計されており、 

利用ユーザーが特定のイベントやユーザー行動に関する情報を見つ

けるのに役立ちます。 
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探索レポートでは、セグメントやディメンション・指標などの設定

項目を使用して 

特定のイベント名やパラメータを検索し、それに関連するデータを

表示することができます。 
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また、探索レポートではデータを可視化することも可能です。 

グラフやチャートを通じてデータを直感的に理解することができ、

多くの人が見やすい形に調整することができます。また、レポート

内のデータはクリックやタップなどの操作によってさらに詳細な情

報を表示することも可能です。 

これにより、ユーザーはより深いレベルでデータを探索し、ビジネ

ス上の課題や機会を発見することができます。 

 

・標準レポートとの違い 

大きな違いはカスタマイズ性があるか否かです。 

標準レポートではリアルタイムデータやイベント・コンバージョン

の発生数、ページの閲覧状況が確認できます。 
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しかし、特定ページの指標や特定のイベントが発生したセッション

の参照元など細かなデータを分析することは苦手です。 

 

それに対して探索レポートでは、分析したい粒度に合わせてデータ

を表示することができます。例えば、7月に配信した Googleのリス

ティング広告から流入した人がどのページを閲覧し、どんなイベン

トを発生させたかなどです。 

 

そのため、大まかなデータを見る時は標準レポートを。細かいデー

タを見る時は探索レポートを見るなど使い分けることが必要です。 

 

 

・設定できる内容 

探索レポートではディメンション・指標と呼ばれる項目を掛け合わ

せることで任意のレポートを表示します。 

ディメンションはセッションの参照元やページタイトル等の数字を

伴わない項目。 
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指標は表示回数やセッション数、イベントの発生回数等の数字を表

す項目です。 
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探索レポートで確認できる項目はディメンション・指標でそれぞれ

100以上あるため、使用頻度が多いものから覚えましょう。 

 

■覚えておきたいディメンション・指標 

▼ディメンション 

● Google 広告のキャンペーン 

● セッション参照元またはメディア 

● イベント名 

● ページパス + クエリ文字列 

 

▼指標 

● イベント数 

● エンゲージのあったセッション数 

● 平均セッション継続時間 
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● 表示回数 

● 離脱数 

● 新規ユーザー 

 

2.設定項目について 

・利用できるテンプレート 

利用できるテンプレートは全部で 7つです。 

まずはベーシックな自由形式でディメンションと指標、フィルタや

セグメント等の使い方を身につけることをお勧めします。 

 

● 自由形式 

● ファネルデータ探索 

● 経路データ探索 

● セグメントの重複 

● ユーザーエクスプローラー 

● コホートデータ探索 

● ユーザーのライフタイム 

 

・セグメントについて 

データのグルーピングを行う機能です。 

サイトの特定ページを閲覧したユーザーや特定イベントを発生させ

たユーザー等、特定の条件を満たすユーザーデータのことを指しま

す。 

セグメントは、探索レポートのメニュー内「セグメント」において、

ディメンションで設定できる項目に基づいて作成します。 

例として、スマホユーザーのデータだけを表示する場合はセグメン

ト作成画面で「デバイスカテゴリ」を選択し、条件として「mobile

を含む(完全一致)」を指定します。 
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・ディメンションについて 

データの説明をするためのものでいわゆるデータの属性を指します。 

使用できるディメンションは多数用意されており、独自にカスタム

した属性を作成することができるカスタムディメンションという機

能も存在します。 

 

 
 

・指標について 

指標とはディメンションで指定した内容の数値を表すものです。 

例えばページ毎のセッション数を見たい場合、ディメンションには

「ページタイトル」を、指標として「セッション」を設定するとペ

ージ毎のセッション数が表示されます。 
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・フィルタについて 

ディメンションや指標を対象に、それぞれの内容をさらに絞り込む

機能です。 

例えば、セッション数が 10 回以上のデータを表示したい場合はフ

ィルタにセッションを設定し、「10 回以上」と指定することでセッ

ション数が 10回以上のデータだけを表示することが可能です。 
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セグメントと似たような機能ですが、セグメントの場合は指定した

データを比較したい場合、フィルタは特定のデータのみに絞り込み

たい場合と利用シーンを使い分けることが重要です。 

 

 

3.主要な確認内容 

・経由元毎の閲覧推移を確認するレポート 

このデータを見ることで、オーガニック経由や広告経由等の経由元

毎のページ閲覧推移を確認することができます。 

考えられる利用シーンとしては、「CM の公開期間に検索数は増え

たのか」「広告の内容修正によって前週よりも集客効率は上がった

のか」等を簡易的に把握することができます。 

 

 

経由元の分け方の一例として、設定方法として、まずはテンプレー

トは自由形式を選び、ビジュアリゼーションを折れ線グラフにしま

す。 

次に「全セッション」・「広告」・「オーガニック」・「リファラ

ル」の 4つのセグメントを設定します。 

粒度は「週」にすることで週ごとの数値を閲覧できます。 

※他にも「時間」「日」「月」を選択可能です。 

 

セグメントにはセッションのメディアを下記の通りに設定します。 

・全セッション：指定なし 

・広告：CPCを含む 

・オーガニック：organicを含む 

・リファラル：refferalを含む 

 

その後、指標からは「表示回数」を選択することで経由元毎のペー

ジ閲覧数を表示できます。 
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・コンバージョンの発生状況を確認するレポート 

このデータを見ることでコンバージョンの発生元と発生状況を確認

することができます。 

確認することでどの広告が成果を上げているのか・どの流入元から

コンバージョンが発生しているのか等、施策毎の貢献度合いを分析

することが可能です。 

 

行にはディメンションから「年」「月」を設定、列には「セッショ

ンの参照元/メディア」を設定します。 

値には「コンバージョン」を設定することで年月ごとのコンバージ

ョンがどの参照元/メディアから発生しているかを表示できます。 

 

ポイントとして、列には「平均セッション継続時間」や「エンゲー

ジメント率」を設定するなど、目的に応じて表示項目を拡張するこ

とも可能です。 
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・主要ページの閲覧状況を確認するレポート 

このデータを見ることで注目しているページや公開直後のページ、

CVに繋がるページのモニタリングができます。 

また、月ごとのデータを見ることで数値に変化があった場合は何が

キッカケなのか、ボトルネックはどこなのかも判明します。 

 

行には「ページタイトル」を設定し、列には「年」「月」を設定し

ます。 

値には「表示回数」「セッション」「離脱数」「平均セッション継

続時間」「エンゲージメント率」を設定します。 

 

これで全ページの指標が表示されました。 

Web サイト内のページ数が多い場合は、フィルタに「ページタイト

ル」を設定し、表示させたい特定ページを指定します。 

 

異なるページの数値を比較したい場合は、セグメントにフィルタで

設定した内容を設定することで異なる特定ページを比較することも

可能です。 
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・コンバージョンに至った経路を分析するレポート 

 

このデータではコンバージョンに至ったユーザーがWebサイト内で

どのような動きをしたかを見ることができます。 

これにより、コンバージョンの導線を把握することができ、導線を

強化した方が良い場所や修正した内容が成果に繋がっているかを把

握することができます。 

 

セグメントにはコンバージョンイベントを指定し、他はデフォルト

で設定されている内容を使用します。 

その後、表示されたツリーグラフ上部で「ページタイトルとスクリ

ーン」を選ぶことでページの遷移を表示するようになります。 

最初はツリーグラフが閉じていますので、気になるページをクリッ

クすると、そのページからの遷移先が表示できます。 
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4.カスタム定義を用いた分析について 

・カスタム定義とは 

デフォルトでは設定されていないディメンションや指標を設定する

項目です。 

 

例えば、Web サイトに流入したユーザーが何回目の訪問かを表示す

る「ga_session_number」。閲覧したページの前のページを表示す

る「page_referrer」、ページのスクロール距離を設定することがで

きる「percent_scrolled」があります。 
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・カスタム定義で実現できる内容 

例として挙げた「ga_session_number」で実現できる内容は下記に

なります。 

 

・ga_session_number 

CV に至ったユーザーが何回目の訪問なのかを見ることで、平均的

な訪問回数を把握することができます。 

その数が多い場合は、アトリビューションでどの媒体を経由してい

るのかを分析する。 

少ない場合は、どの経由元が一番貢献しているかをさらに分析し、

貢献している内容の強化やボトルネックの改善に活かすことができ

ます。 

 

 

他にも数多くの項目が存在し、分析したい内容に応じて設定をする

ことで、飛躍的な分析が可能になります。 

 

注意点として、カスタム定義を設定してからしかデータ計測ができ

ないため、過去のデータを遡ることは不可能です。 

 

そのため、GA4 のアカウント開設やページを公開するまでにどんな

ことを分析したいのかを想定し、事前にカスタム定義を設定するこ

とを推奨します。 

 

・カスタム定義の設定方法 

カスタム定義の設定はGA4の管理メニュー内「カスタム定義」から

設定します。 

設定項目としては、ディメンション名・範囲・説明・パラメーター

の 4つです。 

 

ディメンション名には分かりやすい名前を、範囲は設定するカスタ

ム定義がイベント単位のものかユーザー単位のものかによって変わ

ります。 

パラメーターには特定の文字列を指定することでGA4側に正しく認

識されます。 
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・設定しておくと役立つカスタム定義 

 

percent_scrolled：ページ全体の何%までスクロールされたかを計測

する 

ga_session_number：ページの訪問回数を計測する 

page_referrer：遷移前のページを表示する 
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本資料の一部あるいは全部について、一般社団法人 IMA研究所からの文書による許諾を得ず

に、いかなる方法においても無断で複写、複製することは禁止します。 

I M A 研究所編 


